
FOLFOX・FOLFIRI 療法について 

切除不能な進行・再発の結腸・直腸がん および結腸癌における術後化学療法（FOLFIRI は適応なし）  

（FOLFOX、FOLFIRI の他にも XELOX 療法などもあり）  

また、FOLFOX・FOLFIRI 療法に分子標的薬のである 

ﾊﾟﾆﾂｽﾞﾏﾌﾞ：Pmab（ﾍﾞｸﾃｨﾋﾞｯｸｽ®） ・ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞ：BV（ｱﾊﾞｽﾁﾝ®） ・ｾﾂｷｼﾏﾌﾞ:Cmab（ｱｰﾋﾞﾀｯｸｽ®）  

を併用することも多い 

FOLFOX（5‐FU＋ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ＋ｵｷｻﾘﾌﾟﾗﾁﾝ） 

 

 

 

 

FOLFIRI（5‐FU＋ﾚﾎﾞﾎﾘﾅｰﾄ＋ｲﾘﾉﾃｶﾝ） 

 

主な副作用 

・骨髄抑制（白血球・赤血球・血小板

減少など） 投与開始１～２週間後に

多い 38 度以上の発熱がみられたら

受診 

・末梢神経障害（手や足、口のまわり

のしびれ） 日常生活に支障がみられ

た場合減量や休薬を検討  

・消化器症状（吐き気・嘔吐・食欲不

振・下痢）  

・口内炎  

・アレルギー症状（予防として H1・H2

ブロッカーを使用する場合もあり）  

・皮膚障害  
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主な副作用 

・骨髄抑制（赤血球・白血球・血小

板減少など） 投与開始１～２週間

後に多い 38 度以上の発熱がみら

れたら受診 

・下痢（ｲﾘﾉﾃｶﾝの副作用） 

早期型（投与後 24 時間以内）・ 

遅発型（投与後数日～2 週間） 

1 日 4 回以上の下痢が出現した場

合は医師に報告  

・消化器症状（吐き気・嘔吐・食欲

不振）  

・口内炎  

・皮膚障害  

 


